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現
役
東
大
生
の
案
内
で
、
最
新
の
教
育
研

究
施
設
を
廻
る
と
共
に
、
歴
史
を
繙ひ
も
とく

キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
が
人
気
を
呼
ん
で
い
る
。

時
代
の
先
頭
に
立
つ
大
学
と
し
て
、
世
界
の
知

の
頂
点
を
目
指
し
て
歩
ん
で
い
る
東
京
大
学
の
創

立
は
明
治
10
年（
1
8
7
7
）に
遡
る
。
当
時
は
法
、

文
、
理
学
部
と
医
学
部
で
構
成
さ
れ
て
い
た
が
、

そ
の
後
合
併
に
よ
っ
て
総
合
大
学
と
な
り
、
明
治

19
年（
1
8
8
6
）
に
は「
帝
国
大
学
」
と
呼

称
さ
れ
た
。
明
治
30
年（
1
8
9
7
）、
京
都
に

も
帝
国
大
学
が
で
き
た
の
で
、「
東
京
帝
国
大
学
」

と
改
め
ら
れ
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
敗
戦
に
よ
っ

て「
帝
国
」
の
名
が
抜
き
取
ら
れ
て「
東
京
大
学
」

と
な
っ
た
。

本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
大
部
分
が
加
賀
藩
の
江

戸
屋
敷
跡
だ
っ
た
が
、
付
属
病
院
の
敷
地
は
富

山
藩
、
弥
生
地
区（
現
農
学
部
と
野
球
場
）
と

浅
野
地
区（
現
理
工
系
施
設
）
は
水
戸
藩
で
あ
っ

た
。史

跡
の
代
表
格
で
あ
る「
赤
門
」（
重
要
文
化
財
）

の
正
式
名
は
旧
加
賀
藩
屋
敷
御
守
殿
門
、
文
政

10
年（
1
8
2
7
）
年
の
建
立
。
学
内
ツ
ア
ー
は

こ
こ
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。
総
合
研
究
博
物
館
、

東
洋
文
化
研
究
所
に
沿
っ
て
進
み
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の

南
の
端
に
位
置
す
る「
懐
徳
館
」
の
正
面
に
出
る
。

産
学
提
携
プ
ラ
ザ
、
本
部
棟
を
経
て
、「
広
報

セ
ン
タ
ー
」
で
資
料
を
眺
め
、
休
憩
す
る
。
学
内

外
の
人
た
ち
が
利
用
で
き
る
施
設
で
、
入
試
に
関

す
る
資
料
も
入
手
で
き
る
。
建
物
は
大
正
15
年

に
竣
工
、
東
京
都
選
定
歴
史
的
建
造
物
。

医
学
部
付
属
病
院
の
前
を
過
ぎ
、
理
学
部
・

化
学
館（
大
正
5
年
竣
工
）
を
眺
め
、
御
殿
下

グ
ラ
ウ
ン
ド
地
下
記
念
館
に
入
る
。こ
こ
に
は
プ
ー

ル
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
ほ
か
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
が

設
置
さ
れ
、
モ
ダ
ン
な
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
な
っ

て
い
る
。

外
に
出
る
と
、
目
前
に
は
庭
園
「
三
四
郎
池
」

が
控
え
て
い
る
。
正
し
く
は
旧
加
賀
藩
屋
敷
の「
育

徳
園
心
字
池
」、
夏
目
漱
石
の
小
説
「
三
四
郎
」

ゆ
か
り
の
名
で
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

緩
や
か
な
丘
に
の
ぼ
る
。
聳そ
び

え
立
つ
の
は
、
東

大
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
っ
て
い
る
大
講
堂（
安
田
講
堂
、

登
録
有
形
文
化
財
）。
安
田
善
次
郎
氏
の
寄
付
で

大
正
14
年
に
竣
工
、
高
さ
約
40
㍍
、
以
前
は
入

学
式
、
卒
業
式
に
使
わ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
学

術
講
演
会
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

東
大
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
か
つ
て
学
園
紛
争

の
標
的
と
な
り
、
過
激
派
学
生
が
占
拠
し
て
内

部
は
破
壊
さ
れ
た
が
、
復
旧
さ
れ
た
。

こ
こ
か
ら
ツ
ア
ー
は
法
文
学
部
一
号
館
、
二
号

館
に
沿
い
、
銀
杏
並
木
の
大
通
り
を
往
く
。
銀

杏
は
明
治
39
年
に
植
栽
さ
れ
た
も
の
で
、
樹
齢

約
1
2
0
年
。
こ
の
大
通
り
と
直
交
す
る
ア
ー

ケ
ー
ド
を
潜
る
と
、
ツ
ア
ー
の
終
点
と
な
っ
て
い
る

総
合
図
書
館
は
近
い
。

噴
水
を
背
に
し
た
こ
の
図
書
館
は
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ

ラ
ー
財
団
の
寄
付
に
よ
る
も
の
で
、
蔵
書
数
は

1
2
0
万
冊
と
い
う
。
陳
列
品
の
中
に
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
政
府
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
石
膏
像
「
シ
ョ
パ
ン

の
手
」
が
あ
っ
た
。

こ
の
ツ
ア
ー
で
は
、
理
学
、
工
学
、
農
学
施
設

の
巡
行
を
、
時
間
の
関
係
で
除
い
て
い
る
が
、
あ

ら
か
じ
め
希
望
す
れ
ば
、
特
別
に
リ
ク
エ
ス
ト
す

る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
だ
。

■
■

東京大学本郷キャンパスツアー

特集・東京大学
東京大学本郷キャンパスツアー



2021

東
京
大
学
の
地
誌
を
紐
解
く

東
京
大
学
の
設
立
は
明
治
10
年
、
お
よ
そ

1
3
0
年
前
に
遡
る
。

そ
の
頃
は
じ
め
て
正
確
な
地
図
が
作
ら
れ
た
。

本
郷
区
向
ヶ
丘
の
南
、
元
富
士
町
に
接
し
て
設

立
さ
れ
た「
帝
国
大
学
」
は
、
本
郷
台
地
の
東

の
縁
辺
を
占
め
て
い
た
。
は
じ
め
に
建
て
ら
れ
た

建
物
は
、
後
に
医
学
部
本
部
、
基
礎
系
医
学
、

薬
学
科
と
な
っ
た
辺
り
の
よ
う
だ
。
地
図
上
に
は

三
四
郎
池
が
見
え
る
が
、
大
部
分
の
ス
ペ
ー
ス
に

大
き
な
建
物
は
み
ら
れ
な
い
。

一
方
台
地
の
東
側
の
不
忍
池
か
ら
北
に
延
び
た

池
之
端
七
軒
町
、
宮
永
町
に
は
街
が
広
が
り
、

東
京
大
学
は
知
の
頂
点
を
目
指
す
！

教
養
課
程
が
中
核
を
な
す
総
合
大
学

東
京
大
学
は
い
ま
10
学
部
、
15
の
大
学
院
、

11
の
附
置
研
究
所
、
3
つ
の
図
書
館
、
21
の
全

学
セ
ン
タ
ー
を
擁
す
る
わ
が
国
で
最
大
規
模
の
総

合
大
学
で
あ
る
。
施
設
の
中
枢
は
本
郷
キ
ャ
ン
パ

ス
に
置
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
教
養
学
部
の
駒

場
キ
ャ
ン
パ
ス
と
、
教
育
や
研
究
の
新
た
な
展
開

を
目
指
す
柏
キ
ャ
ン
パ
ス
を
加
え
、
2
0
0
4
年

「
国
立
大
学
法
人
」
と
し
て
の
道
を
歩
み
始
め
た
。

こ
の
大
学
の
特
色
は
、
前
期
課
程
で
リ
ベ
ラ
ル・

ア
ー
ツ
の
教
育
を
行
い
、
基
礎
力
を
構
築
し
て

ゆ
く
こ
と
に
あ
る
。
学
生
は
、
文
科
一
、二
、三
類
、

理
科
一
、二
、三
類
に
分
か
れ
て
入
学
し
、
教
養
学

部
で
最
初
の
二
年
間
を
送
る
。
基
礎
学
力
を
身

に
つ
け
る
と
と
も
に
、
幅
広
い
視
点
を
得
て
問
題

意
識
を
高
揚
さ
せ
、
後
期
課
程
に
進
学
し
て
学

ぶ
学
科
を
自
ら
特
定
さ
せ
る
。

た
だ
し
大
筋
と
し
て
、
法
学
部
に
は
文
科
一
類
、

経
済
学
部
に
は
文
科
二
類
、
文
学
部
、
教
育
学

部
は
文
科
三
類
か
ら
進
学
す
る
。
理
学
部
、
工

科
を
設
け
て
い
た
。

戦
後
の
改
革
で
導
入
さ
れ
た
教
養
過
程
と
、

旧
制
高
校
の
シ
ス
テ
ム
を
合
わ
せ
た
制
度
、
こ
れ

が
前
期
過
程
で
基
礎
を
学
び
、
後
期
過
程
で
進

路
を
決
め
る「
進
振
り
」
に
展
開
さ
れ
た
も
の
と

み
る
こ
と
が
で
き
る
。「
進
振
り
」
は
北
海
道
大

学
で
も
採
用
さ
れ
て
い
た
が
、
廃
止
さ
れ
て
、
東

大
だ
け
で
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
維
持
さ
れ
て
き
た
。

最
高
位
の
学
術
レ
ベ
ル

教
職
員
は
、
教
授
1
4
3
0
名
、
助
教
授

1
2
6
0
名
を
含
め
て
、
7
5
0
0
名
あ
ま
り
、

し
か
も
学
術
研
究
レ
ベ
ル
は
き
わ
め
て
高
く
、
学

生
を
教
育
し
、
研
究
の
指
導
を
す
る
環
境
の
良

さ
は
突
出
し
て
い
る
。
世
界
の
先
端
を
行
く
研
究

内
容
が
、
実
際
に
学
生
の
授
業
に
直
接
反
映
さ

れ
る
態
勢
は
、
国
内
の
他
の
大
学
を
圧
倒
す
る
。

こ
こ
に
学
ぶ
学
生
、
研
究
生
、
聴
講
生
は
約

1
5
0
0
0
名
、
今
年
入
学
試
験
を
突
破
し

て
入
学
し
、
教
養
学
部
で
学
ぶ
新
入
生
は
約

3
0
0
0
名
に
の
ぼ
り
、
数
の
上
で
も
巨
大
な

大
学
で
あ
る
。

学
部
に
は
理
科
一
類
、
薬
学
部
、
農
学
部
に
進
む

場
合
に
は
理
科
二
類
、
医
学
部
へ
の
進
学
は
理
科

三
類
か
ら
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
理
三
が
最

高
の
難
関
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
制
度
は
、
通
称「
進
振
り（
進
学
振
り
分

け
）」
と
呼
ば
れ
て
い
て
、
東
大
の
教
育
シ
ス
テ
ム

の
中
核
を
な
し
て
い
る
。
科
類
か
ら
の
進
学
枠
は
、

原
則
と
し
て
決
め
ら
れ
て
い
た
が
、
近
年
に
な
っ
て

柔
軟
に
な
り
、
理
科
か
ら
文
科
へ
の
進
学
も
可
能

に
な
っ
た
。
だ
が
実
際
に
は
希
望
者
が
多
い
と
き
、

前
期
の
成
績
が
も
の
を
言
う
。

教
養
課
程
で
基
礎
を
学
ぶ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、

第
二
次
大
戦
後
、
新
制
大
学
の
発
足
の
と
き
始

ま
っ
た
も
の
で
、
現
在
で
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。
し

か
し
専
門
課
程
に
早
く
入
り
た
い
と
い
う
学
生
の

動
向
、
教
員
の
意
見
な
ど
に
よ
っ
て
変
質
し
、
内

容
が
圧
縮
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

戦
前
の
制
度
で
は
、
帝
国
大
学
に
入
学
す
る

の
は
、
高
等
学
校（
旧
制
、
三
年
）
を
卒
業
す
る

こ
と
が
資
格
と
な
っ
て
い
て
、
こ
こ
で
は
文
甲（
英

文
）、
文
乙（
独
文
）、
文
丙（
仏
文
）、
理
甲（
理

工
進
学
）、
理
乙（
医
進
学
）
に
分
か
れ
て
学
ん
だ
。

一
方
早
稲
田
、
慶
応
そ
の
他
の
私
立
大
学
で
は
予

不忍池

上野公園

上野駅

現
在
の
東
大
の
前
を
走
る
大
通
り
に
沿
っ
た
家
並

み
も
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
を
除
け
ば
、
目
立
っ

た
人
家
は
無
い
。
現
在
の
キ
ャ
ン
パ
ス（
地
図
で
は

「
向
ヶ
丘
」）
に
は
、
千
駄
木
町
か
ら
つ
づ
く
緩
や

か
な
等
高
線
が
記
さ
れ
て
い
る
。

本
郷
台
地
の
周
辺
に
は
、
い
ま
か
ら
7
0
0
0

年
前
の
縄
文
海
進
で
残
さ
れ
た「
貝
塚
」
が
い
く

つ
も
発
見
さ
れ
て
い
て
、
広
大
な
武
蔵
野
台
地
の

縁
辺
に
位
置
し
た
地
誌
を
遥
か
に
想
起
さ
せ
る
。

こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
新
し
い
建
造
物
が
造
ら
れ
る

折
、
多
く
の
埋
蔵
物
が
出
土
し
た
こ
と
も
む
べ
な

き
こ
と
で
あ
り
、
歴
史
的
な
弥
生
土
器
の
発
見

も
そ
の一
つ
で
あ
る
。

唯
一の「
帝
国
大
学
」

日
本
で
始
め
て
の
国
立
大
学
と
し
て
つ
く
ら

れ
、
創
立
後
国
益
を
か
け
、
近
代
化
の
先
頭
に

立
つ
人
材
を
生
み
出
す
こ
と
を
使
命
と
し
て
き

た
。
し
た
が
っ
て
特
別
な
建
学
の
精
神
と
い
う
も

の
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
国
外
か
ら
優
れ
た
教
授

が
招
聘
さ
れ
、
つ
づ
い
て
優
秀
な
学
生
が
抜
擢
さ

れ
て
国
外
に
留
学
し
た
。
多
大
な
財
政
的
な
援

助
に
支
え
ら
れ
、西
欧
の
学
問
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
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て
、
近
代
的
な
学
者
が
育
っ
た
の
で
あ
る
。
わ
が

国
の
第
一
世
代
の
学
問
は
ま
さ
に
帝
国
大
学
で
始

ま
っ
た
。

帝
国
大
学
に
は
わ
が
国
の
国
益
が
掛
か
っ
て
い

た
の
で
、
本
拠
の
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
止
ま
ら
ず
、

国
内
の
各
地
に
拠
点
を
設
け
、
選
れ
た
研
究
施

設
や
実
習
施
設
が
設
置
さ
れ
た
。
宇
宙
線
、
地

震
の
研
究
施
設
と
し
て
神
岡
、
乗
鞍
、
八
ヶ
岳

な
ど
が
あ
り
、
広
大
な
演
習
林
、
牧
場
な
ど
の

施
設
は
、
北
海
道
か
ら
九
州
に
ま
で
及
ぶ
。
い
ま

も
千
葉
県
検
見
川
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
静
岡
県

戸
田
海
岸
、
南
伊
豆
の
下
加
茂
、
山
梨
県
山
中

湖
、
群
馬
県
谷
川
岳
、
長
野
県
乗
鞍
岳
に
保
険

体
育
施
設
を
も
ち
、
最
高
峰
の
大
学
の
地
位
を

揺
る
ぎ
な
い
も
の
に
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
わ
が

国
の
近
代
化
の
歴
史
が
も
た
ら
し
た
も
の
な
の
で

あ
る
。

東
京
大
学
の
出
身
者
一
覧

東
大
は
、
学
問
を
志
す
人
が
選
ぶ
唯
一
の
道
で

あ
っ
た
た
め
、
出
身
者
は
わ
が
国
の
政
治
、
経
済
、

文
学
、
理
学
、
工
学
、
医
学
の
第
一
線
で
活
躍
す

る
。
政
治
の
世
界
で
は
、内
閣
総
理
大
臣
と
な
り
、

理
工
系
、
医
系
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
指
導

的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

い
ま
も
人
口
に
膾
炙
し
て
い
る
名
前
を
挙
げ
て

み
よ
う
。
45
代
総
理
大
臣
の
吉
田
茂
は
戦
後
の

講
和
条
約
の
締
結
、
46
代
の
片
山
哲（
日
本
社

会
党
委
員
長
）、
52
代
鳩
山
一
郎
、
56
代
岸
信
介
、

67
代
福
田
赳
夫
、
71
代
中
曽
根
康
弘
、
78
代
宮

澤
喜
一
氏
。
一
方
で
は
作
家
、
芥
川
竜
之
介
、
川

端
康
成
、大
江
健
三
郎
、坪
内
逍
遥
、夏
目
漱
石
、

正
岡
子
規
、
森
鴎
外
、
志
賀
直
哉
、
山
本
有
三
、

谷
崎
潤
一
郎
、
堀
辰
雄
、
三
好
達
治
、
太
宰
治
、

立
原
道
造
、
三
島
由
紀
夫
を
は
じ
め
、
ま
さ
に

枚
挙
の
暇
な
し
の
群
像
を
輩
出
し
た
。

ミ
リ
タ
リ

ズ
ム
の
時
代

に
は
、
軍
人

を
志
し
て
陸

海
空
軍
に

入
っ
て
将
軍

と

な

る
か
、

あ
る
い
は
東

大
を
旗
頭
と

す
る
帝
国
大

学
を
目
指
し
て
各
界
の
指
導
者
と
な
る
か
、
と
い

う
極
端
な
時
代
で
も
あ
っ
た
。
戦
前
・
戦
後
、
文

科
系
の
学
生
は
徴
兵
さ
れ
、「
学
徒
出
陣
」
に
よ

り
戦
場
に
送
ら
れ
た
。
戦
争
末
期
に
法
学
部
長

と
な
っ
た
南
原
繁
は
、
非
戦
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
し

て
深
く
心
を
痛
め
、
ひ
そ
か
に
重
臣
た
ち
に
終
戦

の
工
作
を
し
た
。

南
原
の
詠
ん
だ
歌
に
、

人
間
の
常
識
を
超
え
学
識
を
超
え
て
お
こ
れ
り

日
本
世
界
と
戦
う
（
1
9
4
1
年
12
月
8
日
、

真
珠
湾
攻
撃
の
日
）

君
死
に
し
と
き
に
思
わ
ず
声
出
て
嘆
き
た
る
か
な

（
教
え
子
の
戦
死
、
戦
病
死
が
相
次
ぐ
）

南
原
は
1
9
4
5
年
の
敗
戦
後
ほ
ど
な
く
、

東
大
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
戦
地
か
ら

戻
っ
た
（「
復
員
」
と
言
わ
れ
た

）

学
生
を
目
の
辺
り
に
し
た
。
戦

後
初
代
の
東
大
総
長
と
な
っ
た

南
原
は
、
戦
場
に
学
生
を
送
っ

た
教
師
の
責
任
を
痛
感
し
、
悔

恨
が
に
じ
ん
だ
。
翌
年
3
月
東

大
戦
没
学
生
慰
霊
祭
で
、
彼
は

粛
然
と
壮
途
に
の
ぼ
っ
た
学
徒

に
、
日
頃
そ
れ
を
教
え
た
わ
れ

わ
れ
が
正
し
か
っ
た
か
、
否
か
を
自
ら
に
問
い
、
わ

れ
わ
れ
の
行
く
手
に
あ
る
の
は
、
い
ま
、
理
性
を

薔
薇
の
花
と
し
て
、
厳
し
い
現
実
と
の
融
和
を
図

る
平
和
の
戦
い
で
あ
る
」
と
い
う
演
説
を
し
た
。

東
大
は
広
く
門
戸
を
開
い
た

戦
後
東
大
は
、
復
員
し
て
き
た
軍
人
や
、
専

門
学
校
卒
業
生
に
も
門
戸
を
開
い
た
。

陸
軍
士
官
学
校
、
海
軍
兵
学
校
に
在
学
中
の

或
る
も
の
は
、
ま
だ
存
続
し
て
い
た
旧
制
の
高
等

学
校
を
経
て
東
大
に
入
学
し
た
。
物
資
の
欠
乏

し
て
い
た
時
代
で
食
料
は
配
給
だ
っ
た
。
生
活
を

支
援
す
る
生
活
共
同
組
合
の
活
動
、
奨
学
金
制

度
に
よ
り
生
活
し
、
勉
学
す
る
学
生
、
授
業
料

免
除
制
度
の
恩
恵
を
受
け
る
学

生
が
目
立
っ
た
。
授
業
料
の
値

上
げ
に
、
学
生
は
ス
ト
で
応
じ
、

卒
業
し
て
も
就
職
先
を
見
つ
け

る
こ
と
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。

長
い
間
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
女
子

の
入
学
出
願
が
許
さ
れ
、
男
女

共
学
が
導
入
さ
れ
た
。

大
学
紛
争
で
揺
れ
た
・
・
・
・

東
大
の
権
威
を
揺
る
が
す
事
件
が
起
こ
っ
た
。

大
学
紛
争
で
あ
る
。1
9
6
0
年
、東
大
の
学
生
、

樺
美
智
子
さ
ん
が
、
安
保
の
デ
モ
で
警
備
隊
と
の

衝
突
で
犠
牲
に
な
っ
た
。
1
9
6
9
年
、
安
田
講

堂
を
占
拠
し
た
過
激
派
の
学
生
を
機
動
隊
が
排

除
。大

学
の
象
徴
と
し
て
標
的
に
な
っ
た
東
大
は
、

激
し
い
学
生
運
動
に
揺
れ
、
入
学
試
験
を
中
止

せ
ざ
る
を
得
な
い
事
態
に
な
っ
た
が
、
次
第
に
落

ち
着
き
を
取
り
戻
し
た
。
各
界
に
活
躍
す
る
エ

リ
ー
ト
の
イ
メ
ー
ジ
は
東
大
生
を
ブ
ラ
ン
ド
視
し
、

学
生
も
、
卒
業
生
も
、
む
し
ろ
目
立
つ
こ
と
を
避

け
る
よ
う
な
雰
囲
気
が
生
じ
た
。

1
9
8
6
年
、
総
長
森
亘
の
こ
と
ば
、
東
大

卒
の
肩
書
き
が
、
実
力
を
超
え
て
物
を
言
う
時

代
は
、
仮
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
も
う
過
去
の
話
、

と
。高

度
成
長
の
時
代
と
な
り
、
戦
後
の
平
等
主

義
が
行
き
渡
っ
て
、
東
大
の
名
前
を
出
す
こ
と
が
、

む
し
ろ
否
定
さ
れ
る
と
き
が
き
た
。

東
大
は
ブ
ラ
ン
ド
を
捨
て
て「
普
通
」
を
求
め

る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
・
・
・
・
。
そ
れ
は
否
と
す
べ

き
だ
。

独
立
行
政
法
人
の
初
代
東
大
総
長
に
就
任
し

た
小
宮
山
宏
は
工
学
部
の
出
身
で
専
攻
は
化
学
、

世
界
を
リ
ー
ド
す
る
知
を
目
指
す
。
新
し
い
「
エ

リ
ー
ト
」
像
を
描
き
つ
つ
東
大
は
歩
み
始
め
た
。

か
つ
て
学
問
を
西
欧
か
ら
学
び
、
近
代
化
に
大
き

な
貢
献
を
果
た
し
、
好
む
と
好
ま
ざ
る
に
関
わ
ら

ず
、
第
二
次
大
戦
後
は
強
く
ア
メ
リ
カ
の
影
響
を

受
け
て
き
た
。

し
か
し
東
大
は
い
ま
、
知
の
先
頭
に
立
つ
気
構

え
を
し
っ
か
り
と
持
つ
。
新
し
い
力
強
い
歩
み
を
踏

み
出
す
で
あ
ろ
う
。


